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蛍光タンパク質を適当な位置で切断した断片（split 蛍光レポーター）を利用して、生細胞にお

けるタンパク質間相互作用やタンパク質の細胞内局在の様子を調べることができる。前者の例と

して、二分子蛍光相補（Bimolecular fluoresecent complementation、BiFC）法があり、従来型

の BiFC 法を改良し、高感度で特異性の高いハイスループットな BiFC 系（V10-BiFC システム）

を構築した。植物細胞を実験対象にして、このシステムを用いて膜輸送小胞の一つであるクラス

リン小胞の被覆タンパク質と、輸送されるタンパク質（積荷タンパク質）との特異的な相互作用

を解析し、積荷タンパク質の輸送に関わるモチーフを明らかにしてきた。また、膜内在性タンパ

ク質のトポロジーの解析のために、Split 蛍光レポーターを用いたシステム（interactive Venus

（iVenus）システム）の開発を行ってきた。この iVenus システムでは、蛍光バイオイメージン

グにより生細胞における膜タンパク質の膜に対するトポロジーやオルガネラタンパク質のオル

ガネラ内でのコンパートメント解析が可能である。 

 本セミナーでは、Split 蛍光レポーター系である V10-BiFC や iVenus を用いて、植物細胞のタ

ンパク質の細胞内挙動を解析した例を紹介したい。 
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